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1.　20年 3月期の連結業績（平成19年 4月 1日～平成20年 3月31日）

(1) 連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年 3月期 44,415 (△3.3) 1,095 (△20.1) 1,070 (△29.4) 512 (112.7)
19年 3月期 45,923 (△4.3) 1,370 (△21.1) 1,515 (△20.2) 241 (△74.6)

　

　
１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

　 円 銭 円 銭 ％ ％ ％

20年 3月期 63 03 ─ ─ 3.5 3.0 2.5
19年 3月期 29 64 ─ ─ 1.7 4.1 3.0

(参考) 持分法投資損益 20年 3月期 △2百万円 　 19年 3月期 △6百万円

　

(2) 連結財政状態 　

　 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
　 百万円 百万円 ％ 円 銭

20年 3月期 35,853 14,502 40.4 1,780 31

19年 3月期 36,806 14,405 39.1 1,768 53

(参考) 自己資本 20年 3月期 14,483百万円 　 19年 3月期 14,388百万円

　

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 　

　
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
　 百万円 百万円 百万円 百万円

20年 3月期 1,226 △1,864 △229 2,766

19年 3月期 2,796 △2,085 252 3,634

　

2.　配当の状況

　 １株当たり配当金
配当金総額
(年間)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)(基準日)

第１
四半期末

中間期末
第３

四半期末
期末 年間

　 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

19年 3月期 ─ ─ 8 00 ─ ─ 8 00 16 00 130 54.0 0.9

20年 3月期 ─ ─ 8 00 ─ ─ 8 00 16 00 130 25.4 0.9

21年 3月期(予想) ─ ― 8 00 ― ― 8 00 16 00 130 21.0 0.9

　

3.　21年 3月期の連結業績予想（平成20年 4月 1日～平成21年 3月31日）

　 (％表示は、通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期連結累
計期間

22,500 (3.7) 400 (25.5) 380 (10.8) 200 (20.1) 24 58

通　期 47,000 (5.8) 1,300 (18.7) 1,250 (16.8) 620 (20.9) 76 20
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4.　その他

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　　有

　 新規1社（社名 東海プリントメディア株式会社） 除外　─ 社（社名　　　─　　　　）

(注)　詳細は、　ページ「企業集団の状況」をご覧ください。

　

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本と

なる重要な事項の変更に記載されるもの）

①　会計基準等の改正に伴う変更　　有

②　①以外の変更　　　　　　　　　無

〔(注)　詳細は、　ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。〕

　

(3) 発行済株式数（普通株式）

　 ① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 20年 3月期 8,781,000株　19年 3月期 8,781,000株

　 ② 期末自己株式数 20年 3月期 645,373株　19年 3月期 645,300株

(注)　１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、　ページ「１株当たり情報」をご覧

ください。

　

(参考)　個別業績の概要

1.　20年 3月期の個別業績（平成19年 4月 1日～平成20年 3月31日）

(1) 個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年 3月期 24,503 (10.2) 864 (0.8) 903 (△4.1) 451 (334.6)
19年 3月期 22,234 (△4.9) 857 (△1.7) 942 (△4.4) 103 (△75.2)

　

　 １株当たり当期純利益
潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
　 円 銭 円 銭

20年 3月期 55 45 ─ ─

19年 3月期 12 75 ─ ─

　

(2) 個別財政状態

　 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

　 百万円 百万円 ％ 円 銭

20年 3月期 23,758 11,954 50.3 1,469 45

19年 3月期 23,148 11,881 51.3 1,460 46

(参考) 自己資本 20年 3月期 11,954百万円 　 19年 3月期 11,881百万円

　

2.　21年 3月期の個別業績予想（平成20年 4月 1日～平成21年 3月31日）

　 (％表示は、通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率)

　 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期累計
期間

12,500 (7.5) 250 (16.6) 230 (4.9) 120 (1.7) 14 74

通　期 26,500 (8.1) 850 (△1.7) 800 (△11.5) 400 (△11.3) 49 16

　
　※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　　　業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。
　　　実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる場合があります。
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１　経営成績

(1) 経営成績に関する分析

当連結会計年度におけるわが国経済は、原油をはじめとする素材価格の高騰やアメリカにおける金融不

安などの影響を受け、景気の先行きに不透明感を残す状況が続いております。印刷業界におきましては、

受注競争の激化に起因する単価下落や、原材料価格の上昇などにより、依然として厳しい経営環境が続き

ました。

このような状況下で当社グループは、さまざまな局面でお客様の問題解決に貢献するトータル・ソリュ

ーション活動を幅広く展開し、受注拡大を図ってまいりました。しかしながら、印刷事業における単価下

落や、物販事業における印刷機材類販売の伸び悩みの影響を受け、当連結会計年度の売上高は444億15百

万円（前期比3.3%減）、営業利益は10億95百万円（前期比20.1%減）、経常利益は10億70百万円（前期比

29.4%減）、当期純利益につきましては5億12百万円（前期比112.7%増）となりました。

当連結会計年度におけるセグメント別の状況は下記のとおりです。

① 印刷事業　　　売上高 279億8百万円 （前期比4.3%減）

商業印刷分野を中心にトータル・ソリューション活動を幅広く展開したものの、不動産を中心としたチ

ラシ類の減少による影響を大きく受ける結果となりました。半導体パッケージ用各種マスク類の需要は伸

びたものの、印刷業界の競争激化による受注単価下落もあり、売上高は前連結会計年度に比べ4.3%減少い

たしました。営業利益につきましても、単価下落に加え用紙をはじめとする原材料価格の上昇などもあ

り、7億80百万円と前連結会計年度に比べ14.2%の減少となりました。

② 物販事業　　　売上高 171億3百万円 （前期比3.2%減）

物販事業におきましても、販売先である印刷業界の全般的な業績不振の影響を受け印刷関連機材類の販

売が落込み、売上高は前連結会計年度に比べ3.2%減少いたしました。また、営業利益につきましても2億

98百万円と、前連結会計年度に比べ22.6%の減少となりました。

今後の見通しにつきましては、わが国経済はアメリカの景気後退の影響に加え、素材価格のさらなる上

昇が懸念され、予断を許さない経営環境が続くものと予想されます。印刷業界におきましても、引続き価

格競争激化による受注単価の下落や原材料価格のさらなる値上げ等の懸念材料が多く、厳しい経営環境が

続くと考えられます。

このような環境下で、当社グループは、さまざまな局面においてお客様の問題解決に寄与し、お客様の

業績向上に貢献するトータル・ソリューション活動を展開するに加え、新しい事業領域への取組みを積極

的に進めることにより業績の向上を図ってまいります。

翌連結会計年度の業績見通しにつきましては、売上高470億円、営業利益13億円、経常利益12億50百万

円および当期純利益6億20百万円を見込んでおります。
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(2) 財政状態に関する分析

当連結会計年度末における「現金及び現金同等物」（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比

べ、8億67百万円減少し（前期比23.9%減）、27億66百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況と

それらの要因は以下のとおりです。

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

当連結会計年度における営業活動の結果得られた資金は、前連結会計年度に比べ15億69百万円減少し、

12億26百万円となりました。これは、前連結会計年度は役員退職慰労金の過年度分を引当金に計上したこ

とおよび当連結会計年度は売上債権の減少分が前連結会計年度に比べ少なくなったことなどが主な要因で

す。

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

当連結会計年度における投資活動の結果支出した資金は、前連結会計年度に比べ2億20百万円減少し、

18億64百万円となりました。当連結会計年度の設備投資ではリースを利用した案件が多くなったことによ

り、有形固定資産の取得による支出が前連結会計年度に比べ減少したことなどが主な要因となっていま

す。

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

当連結会計年度における財務活動の結果は、前連結会計年度が2億52百万円の収入であったのに対し、

2億29百万円の支出となりました。この主な要因としましては、短期借入金が減少したことなどがあげら

れます。

なお、当社グループのキャッシュ・フロー指標を下記に示します。

(参考)　キャッシュ・フロー関連指標の推移

　

　 平成16年3月期 平成17年3月期 平成18年3月期 平成19年3月期 平成20年3月期

自己資本比率（%） 35.7 37.2 39.1 39.1 40.4

時価ベースの自己資本比率
（%）

23.0 24.3 27.7 21.9 14.1

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（年）

3.2 3.1 3.5 2.3 4.9

インタレスト・カバレッジ・
レシオ

13.3 15.3 15.8 28.3 11.2

(注)　自己資本比率　：　自己資本／総資産

　　　時価ベースの自己資本比率　：　株式時価総額／総資産

　　　キャッシュ・フロー対有利子負債　：　有利子負債／営業キャッシュ・フロー

　　　インタレスト・カバレッジ・レシオ　：　営業キャッシュ・フロー／利払い

 ※ 各指標は、いずれも連結ベースの財務諸表により算出しております。

 ※ 株式時価総額は、期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

 ※ 営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・

　　フローを試用しております。

 ※ 有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての債務

　　を対象としております。

 ※ 利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。
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(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は利益配分につきましては、株主の皆様へ安定的な配当を行うことを基本とし、業績、配当性向に

加え、企業体質強化のための内部留保にも配慮しながら、総合的に勘案する方針をとっております。この

うち内部留保金は、中長期的な観点から成長が見込まれる分野の事業拡大に向けた設備投資と、研究開発

投資などに有効活用してまいります。

　当連結会計年度の中間配当金につきましては、1株につき8円とさせていただき、期末配当金につきまし

ても、1株につき8円とさせていただく予定です。

　また、翌連結会計年度の配当金につきましては、1株につき中間配当金と期末配当金を併せて16円を見

込んでおります。

　

(4) 事業等のリスク

当社グループの経営成績および財務状況等に影響を及ぼす可能性のあるリスクにつきましては、以下の

ようなものが挙げられます。なお、文中における将来に関する事項につきましては、当連結会計年度末に

おいて、当社グループが判断しているものです。

① 印刷事業の将来性

　当社グループでは、印刷事業および印刷機材、資材の物販といった、印刷業界に係わりのある事業が収

益の大部分を占めています。昨今のメディアの多様化が進む中で、印刷事業は成熟産業となっており、今

後市場が縮小していく恐れがあります。当社グループも半導体関連事業やマルチメディア化など新事業分

野の取組みを積極的に進めていますが、これらが計画通りに進展しない場合には、当社グループの業績に

影響を与える可能性があります。

②原材料価格の高騰

　印刷用紙など当社グループの使用する主な原材料は、市況による価格変動や原油をはじめとする素材価

格変動の影響を受ける恐れがあります。原油価格の高騰などによる原材料の高騰に対して、原材料以外の

コスト削減によりカバーできない場合や、販売価格に転嫁できない場合には、当社グループの業績に影響

を及ぼす可能性があります。

③ 顧客データの管理

　個人情報を含む顧客データの取扱につきましては、個人情報保護方針および個人情報管理規程を定め、

JIS Q 15001に基づくマネジメントシステムを構築して厳重に管理しております。こうした対策により、

個人情報が漏洩する可能性は極めて低いと考えておりますが、何らかの原因で個人情報が流出した場合に

は、損害賠償の負担や信用の低下などにより、当社グループの業績に悪影響を及ぼす可能性がありま

す。 

④ 地震等の自然災害

　製造設備などの主要設備に従前より防火や耐震対策等を実施していますが、当社グループの設備の多く

は近い将来発生が予想されている東海地震の影響を直接的に受ける地域に立地しており、東海地震が発生

した際には物流の断絶など社会的インフラに重大な被害が及ぶ可能性があり、協力工場を含めた臨機応変

な生産体制が維持できない場合には、当社グループの業績に影響を与える可能性があります。
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２　企業集団の状況

　当社グループでは、当社および関係会社11社（連結子会社8社、非連結子会社3社、うち持分法適用子会社

1社）で構成され、印刷事業ならびに印刷機材および印刷資材等の仕入・販売を主な事業の内容としていま

す。当社グループにおける主な会社の事業に係わる位置付けおよび事業の種類別セグメントとの関連は下記

のとおりです。

① 印刷事業　当社および株式会社かみたにが商業印刷（商品カタログ、パンフレット、ポスター等の広告

宣伝媒体の制作、印刷）を、日栄印刷紙工株式会社が紙器類の製造と、ラベル・シール類の印刷を、株式会

社光風企画および株式会社ストリームが印刷物の企画・デザインを、上海竹田包装印務技術有限公司が中国

における包装紙器類の製造・販売を、大連光華軟件技術有限公司が中国における印刷用データの制作をそれ

ぞれ担当しております。

　なお、日刊新聞の印刷を行うため、東海プリントメディア株式会社（当社の連結子会社）を、平成19年12

月3日付で設立いたしました。また、株式会社ウエッジは、平成19年9月28日開催の同社の臨時株主総会で、

解散を決議しております。

② 物販事業　株式会社光文堂が、印刷機械、その周辺機器および印刷資材等の仕入・販売を、株式会社ウ

ィルジャパンが事務用品類の企画・販売をそれぞれ担当しています。

　当社グループにおける事業の系統図は次のとおりです。

　

　

（注）１無印は連結子会社、*は持分法適用非連結子会社、**は非連結子会社を示します。

　　　　２ → は製品、商品またはサービスの流れを示します。
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３　経営方針

(1) 会社の経営の基本方針

当社グループは、「お客様の信頼に応えて幅広いニーズに対応し、高品質な製品ときめ細かなサービス

で、お客様に心から満足していただく」を理念とし、「お客様とともに発展する」ことを経営の基本方針

としております。この理念および基本方針に基づき、各種印刷とその周辺領域を事業ドメインとしなが

ら、「さまざまな局面でお客様の抱える問題を一緒になって解決する」トータル・ソリューション活動を

全グループにわたって展開するとともに、新しい技術を積極的に活用して事業プロセスの改善や事業領域

の拡大に努めてまいります。

　

(2) 目標とする経営指標

当社グループは、トータル・ソリューション活動の強化に加え、生産性の向上と原価低減を積極的に推

進することにより営業利益率を高め、株主資本当期純利益率（ROE）を向上することを目標としておりま

す。

　

(3) 中長期的な会社の経営戦略

当社グループは中長期的な見地から、印刷関連技術と情報処理技術（IT）を核とし、紙への印刷にとど

まらず多角的なメディアを駆使して事業領域を拡大することが、最重要課題であると認識しております。

そのためには、さまざまな局面においてお客様の問題解決に寄与し、お客様の業績向上に貢献するトータ

ル・ソリューション活動をさらに推進する必要があると考えます。こうした活動を通じてグループ各社が

それぞれの事業領域でお客様満足度No.1企業を目指すとともに、品質管理体制を強化しつつ製造原価低減

の取組みを継続することにより、競争力と収益力の向上を図ってまいります。

印刷事業では、きめ細かなサービスに加え、データベースやインターネットをはじめとするITを利用し

たソリューション提案などを通じてお客様満足度の向上に努めます。従来型の紙を中心とした印刷事業が

成熟化している現状を認識し、多様なメディアへの対応や半導体関連分野などの事業領域への取組みを積

極的に進めることが不可欠であると理解しています。

物販事業では、デジタル化、IT化などの市場ニーズに的確に応えた自社製品の開発および自社ブランド

機器の研究開発を推進するとともに、インターネットを通じた新しい販売方法にも取組む所存でありま

す。さらには、印刷業界にとどまらず、幅広い分野でお客様の生産性と収益性の向上に貢献できるような

総合商社となることを目標としております。

　

(4) 会社の対処すべき課題

当社グループの基盤である印刷業界は、インターネットに代表されるメディアの多様化の影響を受け、

現在では成熟産業となっており、大きな成長は見込めない状況です。このような状況下における当社グル

ープの対処すべき課題としては、以下に掲げる項目を認識しております。

① お客様満足度の向上

お客様に対するきめ細かな心のこもった対応をグループの全社員が心がけるとともに、トータル・ソリ

ューション活動を推進することにより、お客様満足度を向上させ、シェアの拡大を図ってまいります。

② 製造原価の低減

生産設備の見直しや製造プロセスの改善を進めることにより、生産性の向上と製造原価の低減を実現し

てまいります。
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③ 新規事業分野の開拓

半導体パッケージ用マスク類の設計・開発、各種コンテンツの企画・制作、印刷業界向けオリジナル製

品の開発など、新規事業分野の開拓に注力するとともに、ITを強化し、トータル・ソリューション活動を

積極的に支援いたします。

④ 人材育成の推進

当社グループにおきましては、人材育成が最重要課題の一つであるとの認識に基づき、教育制度の充実

や、計画的なジョブローテーションを行うとともに、人材育成を織り込んだ人事制度への移行も順次進め

ており、社員の成長を支援する仕組を整備しております。

⑤ 企業の社会的責任（CSR）への取組み

当社グループは、企業の社会的責任を果たすため、法令の遵守はもとより、企業倫理を高める活動を推

進しております。特に、個人情報の保護につきましては、お客様の信頼をゆるぎないものとするため、個

人情報保護方針および個人情報管理規程を定め、JIS Q 15001に基づくマネジメントシステムを構築して

厳重に管理しております。また、環境マネジメントシステム（EMS）の定着化を進めるとともに、お客様

に対しても「環境にやさしい製品」を積極的に提案することで、環境保護にも貢献してまいります。

⑥ 内部統制システムの運用、整備

金融商品取引法の施行に伴い、グループ全体にわたって内部統制システムの整備を進めるとともに、運

用体制の確立を図ってまいります。

　

(5) その他、会社の経営上重要な事項

該当事項はありません。
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４　連結財務諸表

(1) 連結貸借対照表

　 　
前連結会計年度

(平成19年３月31日)

当連結会計年度

(平成20年３月31日)
比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

(資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　現金及び預金 ※３ 　 4,419,085 　 　 4,372,982 　 　 △46,103

　２　受取手形及び売掛金 ※3.5 　 13,402,784 　 　 12,323,709 　 　 △1,079,074

　３　有価証券 　 　 100,294 　 　 100,000 　 　 △294

　４　たな卸資産 　 　 1,728,947 　 　 1,762,823 　 　 33,876

　５　繰延税金資産 　 　 291,769 　 　 319,603 　 　 27,834

　６　その他 　 　 665,001 　 　 530,284 　 　 △134,717

　７　貸倒引当金 　 　 △73,203 　 　 △74,401 　 　 △1,198

　　　流動資産合計 　 　 20,534,680 55.8 　 19,335,002 53.9 　 △1,199,677

Ⅱ　固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　有形固定資産 ※1.3 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 建物及び構築物 　 　 3,881,785 　 　 5,294,287 　 　 1,412,502

　　(2) 機械装置及び運搬具 　 　 1,936,880 　 　 1,581,390 　 　 △355,490

　　(3) 土地 　 　 5,733,317 　 　 5,733,122 　 　 △195

　　(4) その他 　 　 212,895 　 　 217,660 　 　 4,765

　　(5) 建設仮勘定 　 　 588,000 　 　 10,000 　 　 △578,000

　　　有形固定資産合計 　 　 12,352,878 33.6 　 12,836,461 35.8 　 483,583

　２　無形固定資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) ソフトウェア 　 　 211,055 　 　 282,308 　 　 71,253

　　(2) 電話加入権 　 　 19,712 　 　 19,942 　 　 230

　　(3) その他 　 　 3,084 　 　 ─ 　 　 △3,084

　　　無形固定資産合計 　 　 233,852 0.6 　 302,251 0.8 　 68,399

　３　投資その他の資産 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　(1) 投資有価証券 ※2.3 　 2,043,035 　 　 1,556,821 　 　 △486,214

　　(2) 長期貸付金 　 　 15,433 　 　 5,416 　 　 △10,016

　　(3) 繰延税金資産 　 　 489,097 　 　 729,123 　 　 240,026

　　(4) その他 　 　 1,406,325 　 　 1,407,534 　 　 1,209

　　(5) 貸倒引当金 　 　 △268,810 　 　 △319,233 　 　 △50,423

　　　投資その他の資産合計 　 　 3,685,081 10.0 　 3,379,662 9.4 　 △305,419

　　　固定資産合計 　 　 16,271,812 44.2 　 16,518,374 46.0 　 246,562

　　　資産合計 　 　 36,806,493 100.0 　 35,853,377 100.0 　 △953,115
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前連結会計年度

(平成19年３月31日)

当連結会計年度

(平成20年３月31日)
比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

構成比

(％)
金額(千円)

(負債の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　流動負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　支払手形及び買掛金 ※５ 　 11,367,120 　 　 10,508,121 　 　 △858,998

　２　短期借入金 ※３ 　 2,828,110 　 　 1,726,350 　 　 △1,101,760

　３　一年内返済予定の

　　　長期借入金
※３ 　 856,112 　 　 954,983 　 　 98,871

　４　未払法人税等 　 　 415,130 　 　 181,822 　 　 △233,308

　５　未払消費税等 　 　 75,943 　 　 13,262 　 　 △62,680

　６　割賦未実現利益 　 　 142,929 　 　 89,908 　 　 △53,020

　７　賞与引当金 　 　 545,042 　 　 520,377 　 　 △24,664

　８　役員賞与引当金 　 　 51,400 　 　 34,200 　 　 △17,200

　９　債務保証損失引当金 　 　 22,300 　 　 12,593 　 　 △9,706

　10　その他 　 　 1,012,206 　 　 1,520,882 　 　 508,675

　　　流動負債合計 　 　 17,316,294 47.1 　 15,562,502 43.4 　 △1,753,792

Ⅱ　固定負債 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　長期借入金 ※３ 　 2,253,732 　 　 3,158,039 　 　 904,307

　２　退職給付引当金 　 　 1,748,200 　 　 1,759,310 　 　 11,109

　３　役員退職慰労引当金 　 　 706,338 　 　 ─ 　 　 △706,338

　４　長期未払金 　 　 ― 　 　 788,891 　 　 788,891

　５　繰延税金負債 　 　 38,616 　 　 38,616 　 　 ─

　６　負ののれん 　 　 44,224 　 　 ─ 　 　 △44,224

　７　その他 　 　 293,452 　 　 43,704 　 　 △249,747

　　　固定負債合計 　 　 5,084,563 13.8 　 5,788,561 16.1 　 703,997

　　　負債合計 　 　 22,400,858 60.9 　 21,351,063 59.6 　 △1,049,795

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(純資産の部) 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Ⅰ　株主資本 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　資本金 　 　 1,937,920 　 　 1,937,920 　 　 ─

　２　資本剰余金 　 　 1,793,446 　 　 1,793,446 　 　 ─

　３　利益剰余金 　 　 10,631,203 　 　 11,013,899 　 　 382,696

　４　自己株式 　 　 △497,020 　 　 △497,086 　 　 △65

　　　株主資本合計 　 　 13,865,549 37.7 　 14,248,180 39.7 　 382,630

Ⅱ　評価・換算差額等 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　その他有価証券評価

　　　差額金
　 　 522,697 　 　 235,769 　 　 △286,927

　　　評価・換算差額等合計 　 　 522,697 1.4 　 235,769 0.6 　 △286,927

Ⅲ　少数株主持分 　 　 17,387 0.0 　 18,363 0.0 　 976

　　　純資産合計 　 　 14,405,634 39.1 　 14,502,314 40.4 　 96,679

　　　負債及び純資産合計 　 　 36,806,493 100.0 　 35,853,377 100.0 　 △953,115
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(2) 連結損益計算書

　 　

前連結会計年度

(自　平成18年４月１日  

至　平成19年３月31日)

当連結会計年度

(自　平成19年４月１日  

至　平成20年３月31日)

比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

Ⅰ　売上高 　 　 45,923,038 100.0 　 44,415,488 100.0 　 △1,507,550

Ⅱ　売上原価 　 　 37,282,941 81.2 　 36,207,662 81.5 　 △1,075,279

　　　売上総利益 　 　 8,640,096 18.8 　 8,207,826 18.5 　 △432,270

Ⅲ　割賦未実現利益 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　割賦未実現利益戻入額 　 67,111 　 　 55,317 　 　 △11,793 　

　２　割賦未実現利益繰入額 　 27,961 39,150 0.1 2,297 53,020 0.1 △25,664 13,870

　　　割賦未実現利益調整後

　　　の売上総利益
　 　 8,679,247 18.9 　 8,260,847 18.6 　 △418,399

Ⅳ　販売費及び一般管理費 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　荷造運賃 　 885,516 　 　 922,005 　 　 36,489 　

　２　役員報酬及び給与手当 　 3,240,854 　 　 3,129,596 　 　 △111,258 　

　３　福利厚生費 　 520,375 　 　 468,752 　 　 △51,622 　

　４　賞与引当金繰入額 　 300,665 　 　 291,010 　 　 △9,655 　

　５　役員賞与引当金繰入額 　 51,400 　 　 34,200 　 　 △17,200 　

　６　役員退職慰労引当金

　　　繰入額
　 10,798 　 　 15,691 　 　 4,893 　

　７　退職給付費用 　 144,354 　 　 158,420 　 　 14,066 　

　８　通信費及び旅費交通費 　 501,659 　 　 479,953 　 　 △21,706 　

　９　貸倒引当金繰入額 　 21,983 　 　 110,783 　 　 88,800 　

　10　債務保証損失引当金

　　　繰入額
　 22,300 　 　 7,293 　 　 △15,006 　

　11　減価償却費 　 228,849 　 　 271,778 　 　 42,929 　

　12　その他 ※１ 1,380,039 7,308,795 15.9 1,275,920 7,165,406 16.1 △104,118 △143,388

　　　営業利益 　 　 1,370,451 3.0 　 1,095,440 2.5 　 △275,010

Ⅴ　営業外収益 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　受取利息 　 8,216 　 　 11,009 　 　 2,793 　

　２　受取配当金 　 19,875 　 　 23,091 　 　 3,215 　

　３　受取賃貸料 　 30,974 　 　 28,696 　 　 △2,278 　

　４　受取保険金 　 66,865 　 　 ― 　 　 △66,865 　

　５　負ののれん償却額 　 88,448 　 　 44,224 　 　 △44,224 　

　６　その他 　 87,657 302,038 0.6 92,496 199,517 0.4 4,839 △102,520

Ⅵ　営業外費用 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　支払利息 　 98,871 　 　 109,883 　 　 11,012 　

　２　持分法による投資損失 　 6,338 　 　 2,860 　 　 △3,477 　

　３　貸倒引当金繰入額 　 18,861 　 　 ― 　 　 △18,861 　

　４　賃貸費用 　 15,761 　 　 17,827 　 　 2,065 　

　５　開業費 　 ― 　 　 71,569 　 　 71,569 　

　６　その他 　 16,915 156,748 0.3 22,606 224,747 0.5 5,691 67,999

　　　経常利益 　 　 1,515,741 3.3 　 1,070,210 2.4 　 △445,530
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前連結会計年度

(自 平成18年４月１日  

至 平成19年３月31日)

当連結会計年度

(自　平成19年４月１日  

至　平成20年３月31日)

比較増減

区分
注記

番号
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

百分比

(％)
金額(千円)

Ⅶ　特別利益 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　固定資産売却益 ※２ 37,788 　 　 9,594 　 　 △28,194 　

　２　投資有価証券売却益 　 34,583 　 　 ― 　 　 △34,583 　

　３　貸倒引当金戻入益 　 26,946 　 　 26,744 　 　 △202 　

　４　債務保証損失引当金戻入益 　 ― 　 　 7,637 　 　 7,637 　

　５　その他 　 7,262 106,581 0.2 ― 43,975 0.1 △7,262 △62,605

Ⅷ　特別損失 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　１　固定資産除売却損 ※３ 56,187 　 　 26,779 　 　 △29,407 　

　２　投資有価証券評価損 　 15,350 　 　 107,284 　 　 91,934 　

　３　会員権評価損 　 56,500 　 　 6,150 　 　 △50,350 　

　４　過年度役員退職

      慰労引当金繰入額
　 695,540 　 　 ― 　 　 △695,540 　

　５　役員退職慰労金 　 25,000 　 　 3,970 　 　 △21,030 　

　６　リース解約損 　 ― 　 　 6,714 　 　 6,714 　

　７　その他 　 5,265 853,843 1.8 2,330 153,228 0.3 △2,935 △700,614

　　　税金等調整前

　　　当期純利益
　 　 768,479 1.7 　 960,957 2.2 　 192,478

　　　法人税、住民税

　　　及び事業税
　 762,182 　 　 536,395 　 　 △225,786 　

　　　法人税等調整額 　 △236,224 525,957 1.2 △72,532 463,863 1.0 163,692 △62,094

　　　少数株主利益 　 　 1,358 0.0 　 ― ― 　 △1,358

　　　少数株主損失 　 　 ─ ─ 　 15,773 0.0 　 15,773

　　　当期純利益 　 　 241,163 0.5 　 512,867 1.2 　 271,704
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(3) 連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日)

　

項目
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年３月31日残高(千円) 1,937,920 1,793,446 10,592,028 △497,020 13,826,375

連結会計年度中の変動額（千円） 　 　 　 　 　

　剰余金の配当 　 　 △134,239 　 △134,239

　役員賞与 　 　 △67,750 　 △67,750

　当期純利益 　 　 241,163 　 241,163

　株主資本以外の項目の連結会計
　年度中の変動額(純額)（千円）

　 　 　 　 ─

連結会計年度中の変動額合計
(千円)

─ ─ 39,174 ─ 39,174

平成19年３月31日残高(千円) 1,937,920 1,793,446 10,631,203 △497,020 13,865,549

　

　

項目

評価・換算差額等
少数株主
持分

純資産合計その他
有価証券
評価差額金

評価・換算差額等合
計

平成18年３月31日残高(千円) 748,087 748,087 16,029 14,590,492

連結会計年度中の変動額（千円） 　 　 　 　

　剰余金の配当 　 ─ 　 △134,239

　役員賞与 　 ─ 　 △67,750

　当期純利益 　 ─ 　 241,163

　株主資本以外の項目の連結会計
　年度中の変動額(純額)（千円）

△225,390 △225,390 1,358 △224,032

連結会計年度中の変動額合計
(千円)

△225,390 △225,390 1,358 △184,857

平成19年３月31日残高(千円) 522,697 522,697 17,387 14,405,634
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当連結会計年度(自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日)

　

項目
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年３月31日残高(千円) 1,937,920 1,793,446 10,631,203 △497,020 13,865,549

連結会計年度中の変動額（千円） 　 　 　 　 　

　剰余金の配当 　 　 △130,171 　 △130,171

　当期純利益 　 　 512,867 　 512,867

　自己株式の取得 　 　 　 △65 △65

　株主資本以外の項目の連結会計
　年度中の変動額(純額)（千円）

　 　 　 　 ―

連結会計年度中の変動額合計
(千円)

― ― 382,696 △65 382,630

平成20年３月31日残高(千円) 1,937,920 1,793,446 11,013,899 △497,086 14,248,180

　

　

項目

評価・換算差額等
少数株主
持分

純資産合計その他
有価証券
評価差額金

評価・換算差額等合
計

平成19年３月31日残高(千円) 522,697 522,697 17,387 14,405,634

連結会計年度中の変動額（千円） 　 　 　 　

　剰余金の配当 　 　 　 △130,171

　当期純利益 　 　 　 512,867

　自己株式の取得 　 　 　 △65

　株主資本以外の項目の連結会計
　年度中の変動額(純額)（千円）

△286,927 △286,927 976 △285,951

連結会計年度中の変動額合計
(千円)

△286,927 △286,927 976 96,679

平成20年３月31日残高(千円) 235,769 235,769 18,363 14,502,314
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(4) 連結キャッシュ・フロー計算書

　

　 　

前連結会計年度

(自　平成18年４月１日  

至　平成19年３月31日)

当連結会計年度

(自　平成19年４月１日  

至　平成20年３月31日)

比較増減

区分
注記

番号
金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　 　 　

　１　税金等調整前当期純利益 　 768,479 960,957 192,478

　２　減価償却費 　 886,542 903,589 17,047

　３　負ののれん償却額 　 △88,448 △44,224 44,224

　４　投資有価証券評価損 　 15,350 107,284 91,934

　５　固定資産除売却損益 　 18,398 17,185 △1,213

　６　貸倒引当金の増減額 　 56,079 51,621 △4,458

　７　賞与引当金の増減額 　 △35,072 △24,664 10,407

　８　役員賞与引当金の増減額 　 51,400 △17,200 △68,600

　９　退職給付引当金の増減額 　 113,779 11,109 △102,670

　10　役員退職慰労引当金の増減額 　 706,338 △706,338 △1,412,676

　11　受取利息及び受取配当金 　 △28,092 △34,101 △6,009

　12　支払利息 　 98,871 109,883 11,012

　13　為替差損益 　 9 322 312

　14　売上債権の増減額 　 1,849,965 984,540 △865,424

　15　たな卸資産の増減額 　 66,862 △29,769 △96,631

　16　仕入債務の増減額 　 △588,129 △859,916 △271,786

　17　未払消費税等の増減額 　 △3,331 △62,680 △59,348

　18　役員賞与の支払額 　 △67,750 ─ 67,750

　19　その他 　 △132,725 704,279 837,004

　　　　小計 　 3,688,526 2,071,879 △1,616,646

　20　利息及び配当金の受取額 　 28,756 34,395 5,639

　21　利息の支払額 　 △98,894 △111,270 △12,376

　22　法人税等の支払額 　 △822,206 △768,184 54,021

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 2,796,183 1,226,820 △1,569,362
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前連結会計年度

(自　平成18年４月１日  

至　平成19年３月31日)

当連結会計年度

(自　平成19年４月１日  

至　平成20年３月31日)

比較増減

区分
注記

番号
金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　 　 　

　１　定期預金の預入による支出 　 △405,148 △914,496 △509,348

　２　定期預金の払戻による収入 　 359,200 106,303 △252,896

　３　有形固定資産の取得による支出 　 △2,139,190 △1,092,692 1,046,497

　４　有形固定資産の売却による収入 　 64,279 196,447 132,168

　５　無形固定資産の取得による支出 　 △53,193 △161,263 △108,069

　６　無形固定資産の売却による収入 　 19,306 ─ △19,306

　７　有価証券の取得による支出 　 △149,214 △100,000 49,214

　８　有価証券の売却による収入 　 99,249 ─ △99,249

　９　有価証券の償還による収入 　 200,000 100,000 △100,000

　10　投資有価証券の取得による支出 　 △211,158 △82,773 128,384

　11　投資有価証券の売却による収入 　 43,483 ─ △43,483

　12　投資有価証券の償還による収入 　 ─ 3,000 3,000

　13　貸付けによる支出 　 △17,516 △8,767 8,749

　14　貸付金の回収による収入 　 15,127 18,480 3,352

　15　その他の投資による支出 　 △98,828 △30,878 67,950

　16　その他の投資の回収による収入 　 164,101 97,821 △66,280

　17　非連結子会社株式取得による支出 　 ― △24,673 △24,673

　18　少数株主からの払込による収入 　 ― 17,500 17,500

　19　その他 　 23,857 11,266 △12,591

投資活動によるキャッシュ・フロー 　 △2,085,644 △1,864,725 220,919

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　 　 　

　１　短期借入金の増減額 　 272,553 △1,101,760 △1,374,313

　２　長期借入れによる収入 　 1,350,000 1,870,000 520,000

　３　長期借入金の返済による支出 　 △886,125 △866,822 19,303

　４　社債償還による支出 　 △350,000 ─ 350,000

　５　自己株式取得による支出 　 ─ △65 △65

　６　配当金の支払額 　 △134,239 △130,171 4,067

　７　少数株主への配当金の支払額 　 ─ △750 △750

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 252,189 △229,569 △481,758

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る換算差額 　 △9 △322 △312

Ⅴ　現金及び現金同等物の増減額 　 962,717 △867,796 △1,830,514

Ⅵ　現金及び現金同等物の期首残高 　 2,671,789 3,634,507 962,717

Ⅶ　現金及び現金同等物の期末残高 　 3,634,507 2,766,710 △867,796
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(5) 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

　
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

１　連結の範囲に関する事項 １　連結の範囲に関する事項

　(1) 連結子会社の数　　　　　　　　　７社

　　　主要な連結子会社の名称

　　　　株式会社光文堂、株式会社かみたに、株式会社

光風企画、株式会社ウエッジ、日栄印刷紙工株

式会社

　(1) 連結子会社の数　　　　　　　　　８社

　　　主要な連結子会社の名称

　　　　株式会社光文堂、株式会社かみたに、株式会社

光風企画、株式会社ウエッジ、日栄印刷紙工株

式会社、東海プリントメディア株式会社

なお、東海プリントメディア株式会社は、新規

設立に伴い当連結会計年度より連結の範囲に含

めております。

　(2) 非連結子会社

　　　非連結子会社の名称

　　　　上海竹田包装印務技術有限公司

　　　　株式会社ケー・エム・シー

　　　　大連光華軟件技術有限公司

　　　　上海竹田包装印務技術有限公司、株式会社ケー・

エム・シー及び大連光華軟件技術有限公司は、

いずれも小規模であり、総資産、売上高、当期

純利益(持分に見合う額)及び利益剰余金(持分に

見合う額)等は、いずれも連結財務諸表に重要な

影響を及ぼしていないため、連結の範囲から除

いております。

　(2) 非連結子会社

　　　非連結子会社の名称

　　　　上海竹田包装印務技術有限公司

　　　　株式会社ケー・エム・シー

　　　　大連光華軟件技術有限公司

　　　　上海竹田包装印務技術有限公司、株式会社ケー・

エム・シー及び大連光華軟件技術有限公司は、

いずれも小規模であり、総資産、売上高、当期

純利益(持分に見合う額)及び利益剰余金(持分に

見合う額)等は、いずれも連結財務諸表に重要な

影響を及ぼしていないため、連結の範囲から除

いております。

２　持分法の適用に関する事項 ２　持分法の適用に関する事項

　(1) 持分法を適用した非連結子会社　　１社

　　　非連結子会社の名称

　　　　株式会社ケー・エム・シー

　　　　なお、同社は株式会社かみたにの子会社であり

ます。

　(1) 持分法を適用した非連結子会社　　　１社

　　　非連結子会社の名称

　　　　株式会社ケー・エム・シー

同左

　(2) 持分法を適用した関連会社の数

　　　該当なし

　(2) 持分法を適用した関連会社の数

　　　該当なし

　(3) 持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社 

非連結子会社の名称 

　上海竹田包装印務技術有限公司 

　大連光華軟件技術有限公司 

上海竹田包装印務技術有限公司及び大連光華軟

件技術有限公司は、当期純損益及び利益剰余金

等に及ぼす影響が軽微であるため、持分法の適

用範囲から除いております。

　(3) 持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社

非連結子会社の名称

　上海竹田包装印務技術有限公司

　大連光華軟件技術有限公司

上海竹田包装印務技術有限公司及び大連光華軟

件技術有限公司は、当期純損益及び利益剰余金

等に及ぼす影響が軽微であるため、持分法の適

用範囲から除いております。

３　連結子会社の事業年度等に関する事項

　連結子会社の事業年度末日は連結決算日と同一であり

ます。

３　連結子会社の事業年度等に関する事項

同左
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前連結会計年度

(自　平成18年４月１日

至　平成19年３月31日)

当連結会計年度

(自　平成19年４月１日

至　平成20年３月31日)

４　会計処理基準に関する事項 ４　会計処理基準に関する事項

　(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 　(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

　　①　有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　その他有価証券

　　　　　時価のあるもの

　　　　　　連結会計年度末日の市場価格等に基づく時

価法(評価差額は全部純資産直入法により処

理し、売却原価は移動平均法により算定)

　　①　有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　その他有価証券

　　　　　時価のあるもの

同左

　　　　　　

　　　　　時価のないもの

移動平均法に基づく原価法。但し、債券に

ついては償却原価法(定額法)。

　　　　　時価のないもの

同左

　　②　たな卸資産の評価基準及び評価方法 　　②　たな卸資産の評価基準及び評価方法

　　　ａ　製品・商品(印刷機器)・仕掛品

　　　　　　個別法に基づく原価法

　　　ａ　製品・商品(印刷機器)・仕掛品

同左

　　　ｂ　商品(印刷機器以外)・原材料

　　　　　　移動平均法に基づく原価法

　　　ｂ　商品(印刷機器以外)・原材料

同左

　　　ｃ　貯蔵品

　　　　　　最終仕入原価法に基づく原価法

　　　ｃ　貯蔵品

同左

　(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法 　(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

　　①　有形固定資産

　　　　定率法。

但し、平成10年４月１日以後に取得した建物(建

物附属設備を除く)については定額法によってお

ります。なお、耐用年数及び残存価額について

は法人税法に規定する方法と同一の基準によっ

ております。

　　①　有形固定資産

　　　　定率法。

但し、平成10年４月１日以後に取得した建物(建

物附属設備を除く)については定額法によってお

ります。なお、耐用年数及び残存価額について

は法人税法に規定する方法と同一の基準によっ

ております。

　 　　　　 (会計方針の変更)

　法人税法の改正((所得税法等の一部を改正す

る法律　平成19年３月30日　法律第６号)及び

(法人税法施行令の一部を改正する政令　平成19

年３月30日　政令第83号))に伴い、当連結会計

年度から、平成19年４月１日以降に取得したも

のについては、改正後の法人税法に基づく方法

に変更しております。

　当該変更に伴う損益に与える影響は、軽微で

あります。

（追加情報）

　当連結会計年度から、平成19年３月31日以前

に取得したものについては、償却可能限度額ま

で償却が終了した翌年から５年間で均等償却す

る方法によっております。

　これに伴い、前連結会計年度と同一の方法に

よった場合と比べ、売上総利益が28,621千円、

営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利

益が、それぞれ31,863千円減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響について

は、当該箇所に記載しております。　

　　②　無形固定資産(ソフトウェア)

　　　　自社利用のソフトウェアについては、社内にお

ける利用可能期間(５年)に基づく定額法によっ

ております。

　　②　無形固定資産(ソフトウェア)

同左
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前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

　(3) 重要な引当金の計上基準 　(3) 重要な引当金の計上基準

　　①　貸倒引当金

　　　　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権

については実績率基準により計上し、貸倒懸念

債権及び破産更生債権等については、債権の内

容に応じ、追加計上しております。

　　①　貸倒引当金

同左

　　②　賞与引当金

　　　　従業員の賞与の支払に備えるため、支給見込額

を計上しております。

　　②　賞与引当金

同左

　　③　役員賞与引当金

役員の賞与の支払に備えるため、当連結会計年

度における支給見込額を計上しております。

 (会計処理の変更)

当連結会計年度より「役員賞与に関する会計基

準」 (企業会計基準委員会　平成17年11月29日

　企業会計基準第4号)を適用しております。

　これにより、営業利益、経常利益及び税金等

調整前当期純利益は51,400千円減少しておりま

す。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該

箇所に記載しております。

　　　

　　③　役員賞与引当金

役員の賞与の支払に備えるため、当連結会計年

度における支給見込額を計上しております。

　　　

　　④　債務保証損失引当金

債務保証に係わる損失に備えるため、実績率基

準のほか必要に応じて被保証先の財政状態等を

勘案し、損失見込額を計上しております。

　　　　　

　　④　債務保証損失引当金

　　　　　　　 同左

　　⑤　退職給付引当金

　　　　従業員の退職給付の支払に備えるため、当連結

会計年度末における退職給付債務及び年金資産

の見込額に基づき、当連結会計年度末において

発生していると認められる額を計上しておりま

す。

　　　　数理計算上の差異については、その発生時の従

業員の平均残存勤務期間内の一定の年数(７年)

による定額法により、それぞれ発生年度の翌連

結会計年度から費用処理することとしておりま

す。

　　⑤　退職給付引当金

　　　　従業員の退職給付の支払に備えるため、当連結

会計年度末における退職給付債務及び年金資産

の見込額に基づき、当連結会計年度末において

発生していると認められる額を計上しておりま

す。

　　　　数理計算上の差異については、その発生時の従

業員の平均残存勤務期間内の一定の年数(７年)

による定額法により、それぞれ発生の翌連結会

計年度から費用処理することとしております。

　 　　　　過去勤務債務については、その発生時の従業員

の平均残存勤務期間内の一定の年数（7年）によ

る定額法により、発生連結会計年度から費用処

理することとしております。
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前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

　　⑥　役員退職慰労引当金

　　　　当社及び主要な連結子会社は、役員の退職慰労

金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支

給額を計上しております。

 (会計処理の変更)

　役員退職慰労金については、従来、支出時の

費用として処理しておりましたが、当連結会計

年度において、役員退職慰労金に関する内規を

整備しましたことを機に、役員の在任期間の長

期化により増加する役員退職慰労金負担額を、

役員の在任期間に合理的に費用配分し、期間損

益計算の適正化及び財務体質の健全化を図るた

め、当連結会計年度において、内規に基づく期

末要支給額を引当金として計上する方法に変更

致しました。

　なお、過年度分(695,540千円)については、全

額を特別損失として計上しております。

　これにより営業利益、及び経常利益は、10,798

千円減少し、税金等調整前当期純利益は、

706,338千円減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該

箇所に記載しております。

（追加情報）

　平成19年４月19日開催の当社取締役会におい

て、経営改革の一環として役員報酬体系の見直

しを行い、後払いの年功的な要素の強い役員退

職慰労金制度を、平成19年６月28日開催予定の

定時株主総会終結のときをもって廃止すること

を決議しております。

　なお、連結子会社においても同様の取扱いと

しております。

　当中間連結会計期間においては、過年度分に

ついて３年による按分額（115,924千円）を特別

損失としておりましたが、役員退職慰労金制度

の廃止を決定したことに伴い一括して特別損失

として計上いたしました。　

　　⑥　役員退職慰労引当金

────────────────

　　　　　　　

　　　　

　　　　

　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

（追加情報）

　当社及び主要な連結子会社は、前連結会計年

度より、役員の退職慰労金の支出に備えるため、

内規に基づく期末要支給額を計上しておりまし

たが、当社は平成19年６月28日開催の定時株主

総会において役員退職慰労金制度の廃止を決議

するとともに、役員の退任時に同総会終結時ま

での在任期間に応じた退職慰労金を打ち切り支

給することが決議されました。この結果、役員

退職慰労金制度廃止日までの期間に対応する役

員退職慰労金相当額を長期未払金として計上し

ております。

　なお、連結子会社においても同様の取扱いと

しております。
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前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

　(4) 重要なリース取引の処理方法

　　リース物件の所有権が借主に移転すると認められる

もの以外のファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によ

っております。

　(4) 重要なリース取引の処理方法

同左

────────────────

　

　(5) 重要なヘッジ会計の方法

　　①　ヘッジ会計の方法

　　　　繰延ヘッジ処理によることとしております。

　ただし、特例処理の要件を満たしている金利

スワップ取引については特例処理を採用してお

ります。

　　②　ヘッジ手段およびヘッジ対象

　　　　借入金の支払金利に対して金利スワップ取引を

ヘッジ手段として用いております。

　　③　ヘッジ方針

　　　　金利スワップ取引は、実在借入金にかかる将来

の借入金利上昇をヘッジする目的に限定して行

なっております。

　　④　ヘッジ有効性評価の方法

　　　　ヘッジ対象とヘッジ手段の想定元本、利息の受

払条件および契約条件がほぼ同一であることに

より評価しております。

　ただし、特例処理の要件を満たしている金利

スワップ取引については、有効性の評価を省略

しております。

　(6) 消費税等の会計処理

　　税抜方式を採用しております。

　(6) 消費税等の会計処理

同左

５　連結子会社の資産及び負債の評価に関す事項

　　連結子会社の資産及び負債の評価方法は、全面時価

評価法によっております。

５　連結子会社の資産及び負債の評価に関する事項

　　　　　　　　　 同左

６　のれん及び負ののれんの償却に関する事項

　　のれん及び負ののれんは、原則として５年間で均等

償却しております。

６　のれん及び負ののれんの償却に関する事項

　　

同左

　

７　連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　　手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に

満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であ

り、かつ価値の変動について僅少なリスクしか負わな

い短期的な投資を計上しております。

７　連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　

同左
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(会計処理の変更)

　

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

(貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等)

当連結会計年度から「貸借対照表の純資産の部の表示に

関する会計基準」 (企業会計基準委員会　平成17年12月

9日　企業会計基準第5号)及び「貸借対照表の純資産の部

の表示に関する会計基準等の適用指針」(企業会計基準委

員会　平成17年12月９日企業会計基準適用指針第８号)を

適用しております。これによる損益に与える影響はあり

ません。

なお、従来の「資本の部」の合計に相当する金額は

14,388,247千円であります。

連結財務諸表規則の改正により、当連結会計年度におけ

る連結貸借対照表の純資産の部は、改正後の連結財務諸

表規則により作成しております。

────────────────

　

　

(表示方法の変更)

　

前連結会計年度
(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

(連結貸借対照表関係)

（1）前連結会計年度において、連結調整勘定として掲

記されていたものは、当連結会計年度から、負ののれ

んと表示しております。

（2）前連結会計年度まで有形固定資産の「その他」に

含めておりました「建設仮勘定」は、当連結会計年度

において資産の総額の1/100を超えたため区分掲記す

ることといたしました。なお、前連結会計年度におけ

る「建設仮勘定」の金額は53,250千円でありま　す。

(連結貸借対照表関係)

　前連結会計年度まで、固定負債の「その他」に含めて

おりました「長期未払金」は当連結会計年度において、

負債及び純資産の合計額の1/100を超えたため、区分掲記

することといたしました。なお、前連結会計年度におけ

る「長期未払金」の金額は255,498千円であります。

　

(連結損益計算書関係)

（1）前連結会計年度において、連結調整勘定償却額と

して掲記されていたものは、当連結会計年度から、負

ののれん償却額と表示しております。

（2）前連結会計年度まで営業外費用の「その他」に含

めておておりました「賃貸費用」は、当連結会計年度

において営業外費用の10/100を超えたため区分掲記す

ることとしました。なお、前連結会計年度における

「賃貸費用」の金額は9,371千円であります。

(連結損益計算書関係)

　前連結会計年度まで「受取保険金」は、営業外収益に

区分掲記しておりましたが、当連結会計年度において営

業外収益の10/100以下となったため、営業外収益の「そ

の他」に含めて表示しております。

　

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　前連結会計年度において、連結調整勘定償却額として

掲記されていたものは、当連結会計年度から、負ののれ

ん償却額と表示しております。

────────────────
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(7) 連結財務諸表に関する注記事項

(連結貸借対照表関係)

　
前連結会計年度

(平成19年３月31日)
当連結会計年度

(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産減価償却累計額 ※１　有形固定資産減価償却累計額

　 10,791,917千円 　 11,409,582千円

※２　非連結子会社及び関連会社に対するものは次のと

おりであります。

※２　非連結子会社及び関連会社に対するものは次のと

おりであります。

投資有価証券(株式) 150,175千円 投資有価証券(株式) 171,988千円

※３　担保資産

　　　担保に供している資産及びこれに対応する債務は

次のとおりであります。

※３　担保資産

　　　担保に供している資産及びこれに対応する債務は

次のとおりであります。

　　①　担保に供している資産 　　①　担保に供している資産

定期預金 30,000千円

受取手形 554,622千円

建物及び構築物 15,244千円

土地 45,842千円

投資有価証券 56,065千円

計 701,774千円
　

定期預金 30,000千円

受取手形 370,365千円

建物及び構築物 14,377千円

土地 45,842千円

投資有価証券 25,222千円

計 485,807千円

　　②　上記に対応する債務 　　②　上記に対応する債務

短期借入金 1,260,000千円

一年内返済予定の
長期借入金

203,364千円

長期借入金 718,263千円

計 2,181,627千円
　

短期借入金 770,000千円

一年内返済予定の
長期借入金

57,291千円

長期借入金 1,167,619千円

計 1,994,910千円

　４　保証債務 　４　保証債務

顧客の借入金に対する債務保証 666,999千円

顧客のリース債務に対する債務保
証

643,395千円

　

顧客の借入金に対する債務保証 510,925千円

顧客のリース債務に対する債務保
証

472,136千円

※５　期末日満期手形の会計処理については、満期日に

決済が行なわれたものとして処理しております。

　なお、当連結会計年度末日が金融機関の休日で

あったため、次の期末日満期手形を満期日に決済

が行なわれたものとして処理しております。　

受取手形 491,759千円

支払手形 1,868,425千円

※５　　 ────────────────

　

― 23 ―

竹田印刷㈱（7875）　平成20年3月期決算短信



(連結損益計算書関係)

　
前連結会計年度

(自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

※１　一般管理費に含まれる研究開発費は226,651千円で

あります。

※１　一般管理費に含まれる研究開発費は229,844千円で

あります。

※２　固定資産売却益の内訳

　　　機械及び装置　　　　　　 　　　　5,000千円

　　　土地　　　　　　　　　　　　　　32,788千円

　　　計　　　　　　　　　　　　　　　37,788千円

※２　固定資産売却益の内訳

　　　車両運搬具　　　　　　 　　　　　1,204千円

　　　機械及び装置　　　　　 　　　　　1,170千円

　　　土地　　　　　　 　　　　　　　　7,219千円

　　　計　　　　　 　　　　　　　　　　9,594千円

※３　固定資産除売却損の内訳 ※３　固定資産除売却損の内訳

　　　(除却) 　　　(除却)

　　　建物及び建物附属設備　　　 　 　11,617千円 　　　建物及び建物附属設備　　　 　 　13,077千円

　　　構築物　　　　　　　　　 　　　　 　72千円 　　　機械及び装置　　　　　 　　 　 　6,776千円

　　　機械及び装置　　　　　 　　 　 　3,592千円 　　　車両運搬具　　　　　 　　 　 　　　543千円

　　　車両運搬具　　　　　　　　　 　　1,946千円 　　　工具、器具及び備品　　　　　 　　3,616千円

　　　工具、器具及び備品　　　　　 　　1,345千円

　　　計　　　　　　　　　　　　　　　18,575千円

　　　機械及び装置撤去費用　　　　　 　　340千円

　　　建物解体費用　　　　　 　　　　　　218千円

　 　 　 計　　　　　　　　　　　　　　　24,572千円

　 　

　　　(売却)

　　　建物及び建物附属設備　　　 　 　17,292千円

　　　機械及び装置　　　　　 　  　 　20,181千円

　　　車両運搬具　　　　　　　 　 　 　　139千円

　 　 計　　　　　　　　　　　　　　　37,612千円

　　　(売却)

　　　車両運搬具　　　　　 　　　　　　　862千円

　　　工具器具及び備品　　　　　 　　　1,344千円

　　　計　　　　　 　　　　　　　　　　2,207千円
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(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度(自　平成18年４月１日　至　平成19年３月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 8,781,000 ― ― 8,781,000
　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 645,300 ― ― 645,300
　

　

３　新株予約権等に関する事項
　　　　該当事項はありません。
　

４　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

平成18年 6月29日
定時株主総会

普通株式 69,153 8.50 平成18年 3月31日 平成18年 6月30日

平成18年11月16日
取締役会

普通株式 65,085 8.00 平成18年 9月30日 平成18年12月 8日

　

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成19年 6月28日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 65,085 8.00 平成19年 3月31日 平成19年 6月29日
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